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研究成果の概要（和文）：本研究は、アメリカにおける、広島・長崎への原子爆弾の投下及びその惨禍に対する
意味の諸相を明らかにすることを目的とした。具体的には、アメリカ国内の社会運動や地域のコミュニティにお
ける「ヒロシマ・ナガサキ」に関連する取り組みを探るとともに、アメリカに住む原爆被爆者に着目し、彼らの
社会運動の展開及び個々の生活史を明らかにした。それらを通じて、原爆投下や惨禍に対するアメリカ社会の価
値を描き出すことを試みた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to explore the meanings of nuclear bombings of
 Hiroshima and Nagasaki for people in the U.S. In the U.S. the nuclear bombings are often considered
 necessary to have ended its war against Japan. On the other hand, there are American people who 
consider the nuclear sufferings of Hiroshima and Nagasaki as an important lesson for humanity: “We 
must never allow this to be repeated, for human survival.” This study examined how and why people 
in the U.S. have interpreted the suffering of Hiroshima and Nagasaki. For this purpose, I conducted 
fieldwork mainly in New York and San Francisco Bay Area to collect documents and/or interview people
 regarding anti-nuclear weapons movements, commemorational events for Hiroshima/Nagasaki, and A-bomb
 survivors and their movements in the U.S.  

研究分野： 社会科学

キーワード： 記憶　平和　核兵器　移民　アメリカ　戦争
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１．研究開始当初の背景 
（１）関連研究の動向 
 戦争や虐殺などの暴力の記憶は、近年、歴
史学や社会学において精力的に研究され、特
に国家を中心的アクターとして、国家間の歴
史認識の差異、記憶をめぐる国家と体験者の
ポリティクス、記憶とナショナリズムの関係
等が検討されてきた。しかし、一方で、ホロ
コーストや広島・長崎の原爆という暴力の経
験は、「人類の（負の）遺産」としても語ら
れ、世界的に共有が試みられる稀有な事例で
ある。本研究は、こうした暴力の記憶のグロ
ーバル化ともいえる現象に着目し、その可能
性について検討するため、アメリカにおける
「原爆の記憶」に焦点を当てることにした。 
 
①アメリカにおける原爆の記憶 
 広島と長崎への原子爆弾の投下とその惨
禍がアメリカでどのように捉えられてきた
のかについて、先行研究は、しばしばアメリ
カ政府や軍関係者の公的な言説に焦点を当
て、彼らが原爆投下を正当化してきたことを
強調する（Lifton and Mitchell 1996）。こ
うした研究は、国立スミソニアン博物館にお
ける原爆展の中止を代表的事例として挙げ、
アメリカと日本における原爆の記憶の差異
を対立的に描き出すなどしていた（斉藤 
1995）。しかし、原爆展を試みた学芸員のよ
うに、原爆という暴力に対して、政府とは異
なる価値を見出すアメリカの人びともいる。
この点から、反核平和運動が「ヒロシマ」を
一つのシンボルとして扱ってきたことが指
摘されてはいるものの（Boyer 1996）、アメ
リカの社会運動や地域のコミュニティに着
目した研究は少ない状況であった。 
 
②アメリカ在住の原爆被爆者 
 上記のような言説や価値が交錯する社会
の中に、アメリカに住む原爆被爆者（在米被
爆者）は生きてきた。彼らは、北米に約千人
いると言われ、戦後に留学や仕事のために渡
米した者もいれば、日系二世としてアメリカ
に生まれ、日本で原爆に遭い、戦後にアメリ
カへ戻った者もいるなど、多様な背景を持つ。
在米被爆者に関する先駆的研究は、1970 年代
の状況を中心としたルポルタージュで、彼ら
の社会運動と個人史について記述した（袖井 
[1978]1995）。以降、在米被爆者に関する研
究はほとんど行われず、近年になって量的な
実態調査がなされ始めたが（中尾・池埜 
2009）、依然として在米被爆者については十
分に調査・研究されたとはいえなかった。 
 
（２）着想の経緯 
 研究代表者はこれまで研究を進める中で、
広島市行政や社会運動が原爆による惨禍の
経験に対して人類にとっての意義という普
遍的な価値を見出し提示してきたことを理
解した。こうした普遍主義的な価値は、国内
の被爆者に影響を与えるとともに、広く世界

に発信されてきた。本研究の出発点は、この
ような価値が、原爆投下国であり、正義や平
等といった理念を掲げるアメリカにおいて、
どのように受容・流用・拒否されるのかとい
う疑問にあった。また、研究代表者がアメリ
カに滞在した際に、あるコミュニティにおい
て、原爆の追悼行事が長年行われてきたこと
を知った。こうした経緯から、原爆という暴
力に対する意味をアメリカにおいて多角的
に検討する本テーマを着想した。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、暴力の記憶のグローバル化の可
能性と境界について探るため、アメリカにお
ける、広島・長崎への原子爆弾の投下及びそ
の惨禍に対する意味の諸相を明らかにする
ことを目的とした。具体的には、アメリカ政
府による原爆投下に関する公的な言説につ
いて整理した上で、 アメリカ国内の社会運
動や地域のコミュニティにおける原爆によ
る惨禍の位置づけと実践を探ることにした。
また、これらの価値や言説の中に生きてきた
アメリカに住む原爆被爆者に着目し、彼らの
社会運動の展開及び個々の生活史を明らか
にすることで、彼らを取りまく、原爆投下や
惨禍に対するアメリカ社会の価値を描き出
すことを試みた。 
 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するため、本研究は大き
く次のような調査を実施した。 
 
（１）反核平和運動に関するアーカイブ調査 
 原爆投下やその災禍が、アメリカの核兵器
反対運動の中でどのように言及され、表象さ
れるのかを理解するために、関連団体の資料
調査を実施した。これまでに集めた資料の整
理を進める一方、1980 年代に全米で盛り上が
った Nuclear Weapons Freeze Campaign につ
いて資料を収集するため、ミズーリ州立大学
を訪れた。 
 
（２）原爆に関する記念行事の調査 
 原爆投下やその災禍がアメリカの社会運
動や地域のコミュニティでどのように位置
付けられるのかを探るため、本研究では地域
で行われる原爆に関連した記念行事につい
て調べることにした。本研究では特にニュー
ヨークで行われる原爆犠牲者たちへの法要
に焦点を当て、関係者へのインタビュー、資
料の収集、参与観察を実施した。 
 
（３）在米被爆者の社会運動に関する調査 
 アメリカにおいて原爆の災禍がどのよう
に捉えられてきたのかを理解するため、アメ
リカに住む原爆の被爆者たちの社会運動に
ついて探ることにした。そのため、関係者へ
のインタビューおよび関連資料の収集を行



った。アメリカの被爆者団体は、かつては一
つの組織であったが、1990 年代に分裂し、現
在国内に複数存在している。本研究では、分
裂以前に全米組織の会長を長年務めていた
故・倉本寛司氏がいた団体を調査対象とした。
この団体は、サンフランシスコ・ベイエリア
を中心として主にカリフォルニア州北部の
被爆者を会員としている。 
 
（４）在米被爆者の生活史調査 
 アメリカにおいて個々の被爆者たちがど
のように生きてきたのかを理解するため、サ
ンフランシスコおよびニューヨークにおい
て、在米原爆被爆者へのインタビュー調査を
実施した。原則として、各被爆者に対して複
数回のインタビューを実施し、彼らの原爆の
体験や渡米の経緯、アメリカでの生活などに
ついて話を聞いた。 
 
 
４．研究成果 
 以下がこれまでの調査を通じて得た主な
成果である。 
 
（１）アメリカにおける原爆の記憶の多様性 
 先行研究にあるように、アメリカ政府や軍
関係者による公的な言説は、原爆投下を正当
化していた。こうした言説では、国立スミソ
ニアン博物館の原爆展の中止やエノラゲイ
の展示のように、広島や長崎が経験した原爆
の災禍は人が被った苦しみとして強調され
ず、アメリカの勝利の物語の一部として語ら
れてきた。 
 しかし、本調査研究を通じて明らかになっ
たのは、アメリカにおいても、広島と長崎の
原爆の災禍は人類の教訓として、核兵器に反
対する人々によってある程度重視されてき
たということだろう。たとえば、反核平和運
動が高揚した1970年代後半から80年代にか
けては、「ユーロシマ」（ヨーロッパを第二の
ヒロシマにするなという意味）という言葉が
アメリカでも用いられており、「ヒロシマ・
ナガサキ」は反核のシンボルとしてたびたび
言及されていた。 
 だが、「ヒロシマ・ナガサキ」は核兵器反
対運動の担い手の人々にとっては両義的で
もあったように思われる。アメリカでは、原
爆投下が日本との戦争を終わらせ、アメリカ
兵士の命を救ったと考える人々が多く、また
そのように考えなくとも、原爆を投下したこ
とに対する道義的な責任を感じる人々もい
る。これまでに得た資料から浮かび上がるの
は、反核平和運動において、全国レベルでは
「ヒロシマ・ナガサキ」に関する行事が行わ
れることはほとんどなく、それらが地域のコ
ミュニティのレベルで実施されていたこと
であった。 
 本研究課題の遂行中に起こった大きな変
化の一つは、アメリカ政府が、原爆投下とそ
の災禍に対して、人類にとっての意義といっ

た普遍的な価値を強調するようになったこ
とだ。このことは、2016 年 5 月にバラク・
オバマ大統領が広島を訪問し、現地でスピー
チしたことに表れている。一方、アメリカ政
府は原爆投下の正当性についての見解は変
更していない。オバマ大統領の広島訪問、そ
れに続く安倍首相のハワイ真珠湾訪問、そし
てそれらに表れる「和解」といった出来事は、
アメリカにおける「原爆の記憶」にどのよう
に影響を与えていくのか。それについては、
今後の研究を通じて探っていくことにした
い。 
 
（２）地域の追悼行事の事例——ニューヨーク 
 本研究では、アメリカで行われる原爆に関
連する追悼・記念行事のうち、ニューヨーク
で長らく行われてきた事例を調査した。ニュ
ーヨークでは、日本人仏教僧が中心となって
1990 年代より広島・長崎原爆法要が開催され
てきた。本研究においては、この僧侶や他の
関係者の聞きとり、2016 年 8月に行われた法
要の参与観察、関連資料の収集を実施した。 
 ニューヨークで行われる広島・長崎原爆法
要は、原爆による犠牲者たちへの供養・慰霊
を様々な宗教者による合同礼拝の形で実施
してきた。研究代表者が参加した 2016 年の
法要では、仏教に加えて、ヒンドゥー教やイ
スラム教、キリスト教諸派といった宗教指導
者たちが参加し、広島と長崎で原爆の犠牲に
なった者たちをそれぞれに追悼していた。 
 この事例が示すのは、アメリカにおける
「ヒロシマ・ナガサキ」の「普遍化」であろ
う。仏教や神道といった日本と関係の深い宗
教のみならず様々な宗教が追悼行事に参加
することは、核兵器による犠牲を、日本とア
メリカの戦争というナショナルな文脈で捉
えるのではなく、世界や人類といった文脈で
捉え直すことを示唆している。逆に言えば、
「ヒロシマ・ナガサキ」を「日本」という文
脈から抽出することで、「普遍化」が行われ
るといえるだろう。 
 ニューヨークの事例のように、「普遍化」
にはそれ特有の力学があるように思われる。
本研究の今後の課題として、ニューヨーク以
外の地域的な追悼・記念行事や、他の取り組
み（例えば教育など）を具体的に探ることで、
こうした「普遍化」の力学について理解して
いく必要がある。 
 
（３）在米原爆被爆者の社会運動 
 本研究は、アメリカ社会の中で原爆の災禍
がどのように捉えられてきたのかを上記と
は異なる角度から探るため、在米被爆者の社
会運動を調べた。 
 在米被爆者の運動については、かつての会
長であった故・倉本寛司氏による著作をもと
に、関係者へのインタビュー、新聞や関連資
料の収集を行った。運動の歴史を簡単にまと
めると、以下のようになる。 
 在米被爆者の団体である在米被爆者協会



は 1970 年代に入ってカリフォルニア州で設
立され、原爆被爆者への支援を求めて運動し
てきた。設立からしばらくは、連邦議会やカ
リフォルニア州議会に対して、アメリカに住
む原爆被爆者たちへの支援の立法化を求め
てきた。彼らは人道的な見地から支援を求め
たが、それは認められることはなかった。中
には、在米被爆者たちが「敵（国）であった」
として支援を拒否する議員もいたという（倉
本 1999）。1980 年代になると、アメリカでの
反核平和運動の盛り上がりの中で、在米被爆
者たちは核実験といった核被害者たちとの
連携を模索したが、不調に終わってしまう。
このような流れの中で、1990 年代以降、在米
被爆者たちは、アメリカではなく、日本政府
に対して支援を求めるようになった。彼らは、
在ブラジルや在韓国の原爆被爆者たちとと
もに「在外被爆者」として日本政府に働きか
け、自分たちへの支援を拡大させてきた。だ
が、この途上で、アメリカの被爆者団体は分
裂をしてしまう。また、アメリカの被爆者に
対する日本政府の支援は拡充されてきたと
はいえ、今なお課題は残っている。 
 以上のような在米被爆者の運動の流れを
見ると、アメリカにおいて在米被爆者の訴え
は、一定の支持者を得たものの、許容されな
かったといえるだろう。彼らは人道という普
遍主義的な文脈を強調したが、結果的に「日
本」というナショナルな文脈の中で捉えられ
た。他方、在米被爆者たちは、その後、日本
政府に対して自分たちへの支援を訴えてき
た。このことは、彼らもまた「日本」という
ナショナルな文脈を強調するようになった
といえるのかもしれない。ただし、留意すべ
きは、このことは在米被爆者たちにとって自
らの状況を改善するための方途であったこ
とだろう。 
 
（４）在米被爆者たちの生活史 
 本研究では、個々の在米原爆被爆者たちが
どのようにアメリカ社会で生きてきたのか
を理解するため、彼らの生活史調査を実施し
た。以下では、個々の聞きとりから浮かび上
がってきた特徴について記す。 
 まず、在米被爆者たちがアメリカに来た経
緯は多様であった。ある者はアメリカで生ま
れ、戦争が始まる前に日本に渡り、そこで戦
争・原爆を経験し、戦後にアメリカに戻って
きた。また、ある者は日本で生まれたものの、
戦後に米兵や日系アメリカ人と結婚し、渡米
した。その他に、留学や仕事などのためにき
たものもいる。 
 渡米の契機や動機は様々である一方、被爆
者としての体験は、日本に住む原爆被爆者た
ちとの共通点が多い。原爆の熱線や爆風など
による外傷、放射線の影響（病気や遺伝）に
対する不安、「あの日」の忘れられない光景、
家族などの死の悲しさや寂しさ、あるいは原
爆で傷ついた人々に対して何もできずに死
なせてしまったという罪意識などは、被爆者

として共通する事柄であった。暴力としての
原爆の影響は、被爆者の住む地域にかかわら
ずみられることだといえよう。 
 被爆者がアメリカ社会で生活する中で直
面した問題として言及したのは、彼らに対す
る支援制度がないことや差別であった。支援
制度の欠如については、上記（３）で記した
ように、在米被爆者たちの運動を生み出し、
彼らは日本政府による保障を現在受けてい
る。差別は日本の被爆者もしばしば経験した
ことであるが、アメリカにおいても被爆者で
あるために差別を経験したものもいる。だが、
自分が被爆者であることを周囲に伝えてい
ないことも多く、被爆者であるがゆえに差別
を経験した者は研究代表者の調査において
それほどみられたわけではない。むしろ、彼
らが直面した（している）問題の多くは、移
民であるがゆえの問題（言語やコミュニケー
ション、人種的な差別など）であった。 
 在米被爆者への聞きとりを重ねることで
見えてきたのは、彼らが日本とアメリカの
「はざま」にいることだろう。「はざま」と
いっても、そこにはグラデーションがあり、
そのあり方は一つではない。ある被爆者は、
日本にルーツはあるけれども、自分はアメリ
カ人だと明言し、自宅にはアメリカの国旗を
掲げる。また、他の被爆者は、いつかは日本
に帰るつもりで市民権を取らず、永住権で暮
らしている。さらに、また別の被爆者は、自
分はアメリカ人でも日本人でもあるかもし
れないが、どちらにもなりきれないのかもし
れないと述べる。この被爆者が描いた絵には、
一人の人物が一本の綱の上を「やじろべえ」
のように歩いている。その絵に付された文字
には、「二つの文化のバランスをとる」と書
かれる。この絵に表れているのは、日本とア
メリカという国や文化の「はざま」を生きる
ことの難しさであるように思われる。 
 在米被爆者の生活史については今後も継
続的に調査を行い、まとめていくことにする。 
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